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事業の根拠「障害者 ITサポートセンター」

障害者ITサポートセンター（ H15～）

厚労省 地域生活支援事業【社会参加支援】

各種支援策を有機的に結び結びつける
総合的なサービス拠点
（都道府県・指定都市単位）

パソコン等の利用相談
パソコン等の展示・体験学習
パソコン教室の開催
パソコンボランティアの活動支援
リサイクルパソコンの斡旋
ITを活用した雇用事例の情報提供
ITを活用した在宅就労等の相談 

・
・
・
・
・
・
・

全国のサポートセンターは
規模、事業内容は様々である中で、
秒速変化していく技術やニーズに
その可能な範囲で、サービス提供
してきたが

15年間に、ICT環境は様変わり

●

●

●

情報利用の技術や端末の多様化

支援技術の向上

利活用の場の意識の変化
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東京都障害者ＩＴ地域支援センターの概要

東京都福祉保健局の事業
社福)東京コロニーが事業受託2004～
地下鉄丸の内線 茗荷谷駅

目標：障害のある方の生活上の困難さ。
テクノロジーでカバーできることはカバーしよう。

主な機能

IT利用相談
（PC,タブレット、スマホ等）

情報提供(WEB、メルマガ）

支援者養成
（自治体向け研修、出張講座等）
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東京都障害者 IT地域支援センター概要都内の障害のある方 ,ご家族様

PC,タブレット、スマホ、ネット等の利用において、

○自分に適した（障害を補完できる）機器を
知りたい

○基礎から使い方を知りたい

○便利な利用方法がわからない 

○ITを使った社会参加活動がしたい。
（web参照、ネットで交流、就職 等々）

○病気や障害により会話が困難になった
家族や友人とコミュニケーションしたい

などなど・・・

提供サービス

サポーター支援

地域支援者養成

利用相談

・ICT利活用を支援する
関連情報について、
他サービスや他機関へ

（協力・連携）

医療（介護）機関 特別支援学校
就労支援機関 メーカー・販売店
障害当事者団体 パソボラ団体
区市町村の相談窓口 etc・・・ 

IT基礎体験

機器の選択・適合

区市町村のIT利用支援担当者様等

○補装具、日常生活用具の情報支援用具
について知りたい 

○地域の講座のカリキュラム作成やイベント
等に協力してほしい

○就労支援のための IT講習や支援策・・

などなど・・・

ニーズ

情報提供
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





１＿２ 利用相談 の傾向（障害別）

年間の相談件数 約２０００～２５００件（開所時の2.5倍）

現在は肢体不自由の方が最多、相談内容は多様。
入力機器の相談、
携帯利用、
意思伝達装置 等々

ここ数年は、
自閉的な傾向の方、
高次脳機能障害、
失語症、
認知機能低下傾向の方

の生活や就労相談が増加

➡ 問題点はITでなく、生活、就労、教育の裏側にある場合も

26％

13%

13%

12%

9%
7%

3%

32％

障害別のご相談傾向

肢体不自由

発達障害

聴覚障害

視覚障害

精神障害

知的障害

盲ろう

障害なし

29年度
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１＿２ 利用相談 の傾向（内容別）

28年度

内容があまりに多様であるため、全てに対応は困難、
現状は、優秀なゲートキーパーを目指す他ない状況
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28年度

単位：人

１＿３ 見学者 の傾向

この他に、
東京都以外の都道府県から 
40人、海外からの見学者が 
30人超
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【展示機器】 
100円のシールから 
50万円の入力機器まで、
約250点（ハード 200、ソフト50）

ハードウェア 200点のうち、
福祉マーケットの専用品

・・・・・・・８０点
ネットや量販店の汎用品

・・・・・・１２０点

60% 
40%

汎用品
専用品

展示機器リスト例

【試せるアプリ】 
iOSおよび Android

・・・・・１５０アプリ 
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２ 情報提供 事業の概要



 
➡

➡

障害のある方のIT利用促進のため、機器のみならず、

人、組織、生活情報、就労情報などが交差するよう、

地域情報を収集し、提供、拡散に努める

製品、アプリ、団体情報等を検索・検証してサイトへ 

メールマガジン、facebook等で、
センターや地域の情報を都民の方のお手元へ
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参考：
コース 困難別テーマ 講座概要 主に対象となる

障害特性

３ 自治体向け研修事業

集合教育コースと出張コース
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コース１ コミュニケーショ
ンを支える

コミュニケーション障害をカ
バーする会話補助的な支援技術
（意思伝達装置を除く）

聴覚障害
発達障害
言語障害 等

コース２ 意思伝達を支える 意思の表出が困難な方のための
意思伝達を中心とした支援技術 

ALS、脳血管障害の後遺症
等の意思伝達、意思表出が
難しい方

コース３ 操作困難を支える 物理的な操作に困難さをかかえ
るケースでの支援技術

上肢障害（肢体不自由）

コース４ 見えない、見えづ
らいを支える

視覚的な困難さをかかえるケー
スでの支援技術

視覚障害（全盲、弱視）

コース５ 理解、認知、記憶
を支える

障害や疾病により、理解や認知
記憶等に困難さをかかえるケー
スの支援技術

発達障害、
高次脳機能障害
知的障害
失語症等



課題と今後

・

・

・

新たなICT時代に即したセンター設計を目指す

制度の見直し
類似の事業との整理（例 障害者支援機器活用センター）

全国の拠点間でデータベース・ノウハウの共有、役割分担
都道府県と区市町村との役割分担

ヒトの育成、配置
拠点への、ICT支援専門家の配置 
→技術適合の専門家育成、支援情報利活用の習熟要員

モノの集約
拠点への、支援機器、新技術の集約
（メーカー、販売店等との連関の義務付け等）
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しかし、専門技術やモノがあってもそれだけでは普及しない
一番大事なのは、利用者の状況に寄り添える場所であること
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